
心理学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Psychology

　自立した研究者となるための大学院博士後期課程への進学の他、心理基礎科学サブプロ

グラム修了後には、自治体、コンサルティング会社や教育関係民間研究所での心理学専門

職、あるいは製造・流通業その他広く民間企業における人間に関わる研究をベースとする心

理学専門職など、心理臨床学サブプログラム修了後には、公認心理師、臨床心理士の資格

を得た上で、都道府県や市町村の公務員（心理職、一般職）、家庭裁判所（調査官補）、病

院や精神科クリニック、その他、心理臨床学の実践が必要とされる職場での心理専門職、

等。
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① 心理学の専門家として、他領域・他職種の専門

家と議論・協働ができる（またはしようとしている）か

② 心理学の専門性を活かして、他領域・他職種の

専門家と議論・協働ができる（またはしようとしてい

る）か
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・各授業科目では、担当教員による厳正な教育評価を行う。

・1年次末に、研究経過報告の提出を求め、1年間の研究活動について評価を行う。

・2年次には5月の修士論文構想発表会（第1次指導会）、10月の修士論文中間発表会（第2次指導会）を実

施して、中間的な評価を行う。

・最終評価は、1月に提出された学位論文について3名による査読を行い、併せて修士論文最終発表会での口

頭試問も行い、心理学研究としての総合的評価、ならびに学位取得に必要な諸能力の獲得について評価を

行う。

　心理学学位プログラム（博士前期課程）では、心理学の方法論や知識・技能を意欲的に習得し、博士後期課

程に進みさらに心理学の研究を目指す研究者養成を志す人材に加え、公認心理師・臨床心理士、感性工学・

人間工学･認知工学に関わる専門家、社会調査および市場調査など社会心理的状況を分析する専門家、人事

管理・人事評価に関わる専門家、心理学の専門性を持った公務員等、心理学の専門的研究能力をベースとする

高度専門職を目指す人材を募集する。人間理解のための心理学を深く志す者を対象とし、自律的に学んでいく

人材を求め、心理学に関係した学部の出身者ばかりでなく、これから心理学を専門的に学び、追究しようとする人

も入学可能である。
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